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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月20日(2015.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の脳から取得した神経生理学的データから脳震盪の可能性を推定する方法であっ
て、
　前記データにおける活動関連の特徴を識別するステップと、
　複数のノードを有する被験者特有の脳ネットワーク活動（ＢＮＡ）パターンを構築する
ステップであって、各ノードが前記活動関連の特徴のうちの１つの特徴を表し、かつ各対
のノードに連結度重みが割り当てられて成るステップと、
　前記構築されたＢＮＡパターンと被験者に特有のベースラインＢＮＡパターンとの間の
比較を表すＢＮＡパターン類似度を算出するステップと、
　前記ＢＮＡパターン類似度に応答して脳震盪の可能性を評価するステップと
を行なうためのデータ処理装置を使用することを含む方法。
【請求項２】
　前記ベースラインＢＮＡパターンは、正常な脳機能を有すると識別された１群の被験者
を特徴付ける群ＢＮＡパターン、および脳震盪を有すると識別された１群の被験者を特徴
付ける群ＢＮＡパターンから成る群から選択される群ＢＮＡパターンに基づく、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記被験者特有のＢＮＡの構築および前記ＢＮＡパターン類似度の算出を少なくとも１
回繰り返すステップをさらに含み、各々の被験者特有のＢＮＡは、被験者の同一神経生理
学的データを使用するが異なる参照データまたはモデルに基づいて構築され、各々の被験
者特有のＢＮＡは、異なる脳状態に関連付けられるベースラインＢＮＡパターンと比較さ
れ、前記評価は少なくとも２つのＢＮＡパターン類似度に応答して行われる、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つのベースラインＢＮＡパターンは、正常な脳機能を有すると識別された
１群の被験者を特徴付け、少なくとも１つのベースラインＢＮＡパターンは、脳震盪を有
すると識別された１群の被験者を特徴付ける、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　少なくとも前記ＢＮＡパターン類似度に基づいて震盪指数を決定するステップをさらに
含む、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　異なる期間に対応する幾つかのＢＮＡパターンを構築するステップと、前記ＢＮＡパタ
ーンを時間軸上に表示するステップとをさらに含む、請求項１～５のいずれかに記載の方
法。
【請求項７】
　少なくとも前記ＢＮＡパターン類似度に応答して脳状態に関する予後情報を抽出するス
テップをさらに含む、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記活動関連の特徴を識別するステップは、被験者の神経生理学的データにおける特徴
および前記特徴間の関係を識別するステップと、前記特徴および前記特徴間の関係を参照
神経生理学的データの特徴および特徴間の関係と比較するステップとをさらに含み、好ま
しくは、前記参照神経生理学的データは、１群または部分群の被験者から取得したデータ
、同一被験者から以前に取得した履歴データ、および神経生理学的モデルから合成したデ
ータから成る群から選択されたデータに対応する、請求項１～７のいずれかに記載の方法
。
【請求項９】
　前記ノードはデータ特性のベクトルのクラスタを表し、前記連結度重みは、（ｉ）対応
するクラスタ対におけるベクトルの個数、（ｉｉ）前記対応するクラスタ対におけるベク
トルの個数間の変動性、（ｉｉｉ）前記対応するクラスタ対の各クラスタに関連付けられ
る時間窓の幅、（ｉｖ）前記対応するクラスタ対を分離する潜時差、（ｖ）前記対応する
クラスタ対に関連付けられる信号の振幅、（ｖｉ）前記対応するクラスタ対に関連付けら
れる信号の周波数、および（ｖｉｉ）前記クラスタを規定する空間窓の幅、から成る群か
ら選択された少なくとも１つのクラスタ特性に基づいて算出された重み指数を含む、請求
項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記神経生理学的データは、治療前、治療中、および／または治療後に取得したデータ
を含む、請求項１～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　被験者の脳から取得した神経生理学的データから脳震盪の可能性を推定する方法であっ
て、
　前記データにおける活動関連の特徴を識別するステップと、
　複数のノードを有する第１の被験者特有の脳ネットワーク活動（ＢＮＡ）パターンを構
築するステップであって、各ノードが前記活動関連の特徴のうちの１つの特徴を表し、各
対のノードに連結度重みが割り当てられ、前記被験者特有のＢＮＡパターンが脳震盪に関
連付けられて成るステップと、
　前記第１のＢＮＡパターンと脳震盪に対応すると注釈された第１のベースラインＢＮＡ
パターンとの間の比較を表す第１のＢＮＡパターン類似度を算出するステップと、
　前記類似度を、被験者の以前に構築された被験者特有のＢＮＡパターンと前記第１のベ
ースラインＢＮＡパターンとの間の比較を表す第１の記録された類似度と比較するステッ
プと、
　前記記録された類似度と前記算出された類似度との間の差異に応答して脳震盪の可能性
を評価するステップと
を行なうためのデータ処理装置を使用することを含む方法。
【請求項１２】
　正常な脳機能に関連付けられた第２の被験者特有のＢＮＡパターンを構築するステップ
と、
　前記第２のＢＮＡパターンと正常な脳機能に対応すると注釈された第２のベースライン
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ＢＮＡパターンとの間の比較を表す第２のＢＮＡパターン類似度を算出するステップと、
　前記第２の類似度を、被験者の以前に構築された被験者特有のＢＮＡパターンと前記第
２のベースラインＢＮＡパターンとの間の比較を表す第２の記録された類似度と比較する
ステップとをさらに含み、
　前記評価が、前記第２の記録された類似度と前記第２の算出された類似度との間の差異
にも応答して行われる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　低レベルの認知課題および高レベルの認知課題から成る群から選択された課題を被験者
が実行するかあるいは実行を概念化する前、途中、および／または後に、被験者の脳から
前記神経生理学的データを取得するステップをさらに含む、請求項１～１２のいずれかに
記載の方法。
【請求項１４】
　神経生理学的データを受信し、および請求項１～１２のいずれかに記載の方法を実行す
るように構成されたデータ処理装置を備える、脳震盪の可能性を推定するためのシステム
。
【請求項１５】
　データ処理装置によって読み出されたときに、データ処理装置に神経生理学的データを
受信させ、および請求項１～１２のいずれかに記載の方法を実行させる、プログラム命令
を格納したコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータソフトウェア製品。
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